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昨
年
の
９
月
１５
日
号
と
１０
月
２０
日
号

の
広
報
い
ち
か
わ
で
「
京
成
本
線
の
立
体

化
」
の
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
、さ
ら

に
検
討
を
進
め
て
い
く
た
め
に
年
末
か
ら

市
民
３
千
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、そ
の
結
果
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

京
成
本
線
の
立
体
化
に 

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト 

結
果
に
つ
い
て 

アンケート調査の方法 

○対象者：市内在住の 
　満16歳以上の方から 
　無作為で抽出 
○配布数（郵送）：3,000通 
○回収数（郵送）：932通 
　（回収率：約31％） 
○期間 ：平成19年12月6日～ 
　平成20年1月31日 
 

5つの立体化の案 
○国府台駅から都市計画道路3･4･18号ま
での区間を連続立体化する案 
 
○京成八幡駅を中心に連続立体化し、外環道
路から西側の主要道路を単独立体化する案 
 
○主要道路を単独立体化し、自転車･歩行者
の多い道路に地下通路を設ける案 
 

　
京
成
本
線
の
立
体
化
は
、こ

れ
か
ら
の
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
上
で
重
要
で
す
。
例

え
ば
、交
通
渋
滞
の
緩
和
や
踏

切
の
解
消
だ
け
で
は
な
く
、駅

周
辺
や
沿
線
の
街
並
み
整
備
、

防
災
機
能
な
ど
広
い
視
野
で

の
検
討
が
必
要
で
す
。 

　
市
で
は
、こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
や
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
寄
せ

ら
れ
た
意
見
を
元
に
更
に
問

題
点
の
分
析
や
そ
れ
ぞ
れ
の

案
の
特
質
な
ど
を
整
理
し
、皆

さ
ん
へ
の
情
報
提
供
や
意
見
交

換
な
ど
を
行
う
方
針
で
す
。
ま

た
、鉄
道
事
業
者
、千
葉
県
な

ど
関
係
機
関
と
も
協
議
し
、事

業
の
具
体
化
を
目
指
し
ま
す
。 

京成本線立体化等について 
皆さんのご意見を 
お寄せください。 
地域街づくり推進課 京成沿線整備担当室 
電話・・・・・・・・・704-0258 
ファクス・・・・336-8028 
※市のホームページから送ることもできます。 詳しいアンケート結果は 

次の場所で閲覧できます 

地域街づくり推進課、市政情報センター、
市政情報コーナー（中央図書館、行徳図
書館、大野公民館図書室、男女共同参画
センター） 
※市のホームページでもご覧になれます。 

5つの立体化の案のうち、 
望ましいと思う案は？ 

Ａ案：高架化 

Ｄ案：一部地下化 

Ｂ案：地下化 

Ｃ案：一部高架化 

Ａ案：高架化 

その他・無回答 

Ｂ案：地下化 

Ｅ案：単独立体＋ 
歩行者用通路 

C案：一部高架化 

D案：一部地下化 

41.5%

24.8%

9.9%

4.1%

8.6%

11.1%

～ 

1

1

2 3 4 5 6

6

Ｃ
Ｄ
Ｅ 

Ｃ
Ｄ
Ｅ 

Ｃ
Ｄ
Ｅ 

Ｅ Ｅ 

国
府
台
駅 

市
川
真
間
駅 

菅
野
駅 

外
環
道
路 

木
下
街
道 

（都）
３
・
４
・
１８
号 

京
成
八
幡
駅 

鬼
越
駅 

京
成
中
山
駅 

高架化 
地下化 
単独立体化 
歩行者・自転車用通路 
課題を感じる踏切 

Ａ案：高架化 

Ｃ案：一部高架化 

Ｄ案：一部地下化 Ｂ案：地下化 

Ｅ案：単独立体＋ 
歩行者用通路 

0 20 40 60 80%

人の活動性を高める空間をつくる 

交通渋滞を緩和し、交通機能の 
向上及び環境対策を図る 
踏切事故の解消及び歩行者の  
安全性の確保を図る 

地震や火災などの際の  
防災機能の向上を図る 
駅周辺や沿線のにぎわい創出  
により商業の活性化を図る 

水と緑に囲まれたゆとりの空間を  
創出し、市川ブランドの向上を図る 

15.5

76.0

54.7

32.0

18.7

39.1

交通渋滞の緩和や踏切事故の解消による 
安全性の確保が大切とする回答が多かった 

0 20 40 60 80%

公園、山林、農地などの緑や  
水辺の環境（自然環境） 

良好な生活環境（居住環境） 

活力ある商店街（商業環境） 

安全・安心な生活環境 

良好な景観 

良好な歴史的・文化的環境 

利便性の高い、バリアフリー化  
された、人にやさしい交通環境 

集い、憩い、遊びなどさまざまな  
活動ができる空間 

31.9

39.6

25.2

67.2

18.5

13.0

58.9

17.0

毎日の生活環境の向上につながる 
まちづくりが望まれている 

0 20 40 60 80%

踏切の遮断時間が長く、 
人や自転車、車などの通行に 
支障をきたしている 

踏切により自動車の渋滞が起こり 
交通事情を悪化させている 

踏切により人や自転車、車などの 
安全性が損なわれている 

その他 

62.6

61.3

47.6

8.5

多くの人が現状の踏切に課題を感じている 

0 20 40 60 80%

国府台第3号踏切 
〈（都）3・4・11号〉 

国府台第4号踏切 
〈（都）3・6・30号〉 

国府台第5号踏切 
〈市道（真間銀座通り）〉 

市川真間第3号踏切 
〈県道高塚新田市川線〉 

菅野第5号踏切 
〈市道（八幡小学校前）〉 

京成八幡第1号踏切 
〈県道市川柏線〉 

その他の踏切 

15.3

12.3

17.7

14.8

36.6

55.8

20.9

京成八幡第1号踏切、 
菅野第5号踏切に課題が多い 
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（複数回答） 
無回答 
1.3％ 

沿線の望ましいまちづくりに 
大切なものは？ 

（複数回答） 
無回答 
2.6％ 

踏切の課題は？ 

（複数回答） 
無回答 
1.5％ 

立体化で生まれる「ゆとり」を 
生かしたまちづくりで大切なものは？ 

（複数回答） 
無回答 
15.2％ 

課題を感じている主な踏切は？ 

広
告 「食」や「まちづくり」も健康都

重要な課題の一つです。今回は
市食育推進計画と京成本線立体
ンケート結果の概要をお知らせし




